
平成２９年 １月１９日（木） 第１３８５号 

～三陸沿岸道路 田老普代工区（田老岩泉道路）～ 

（仮）新小本大橋が繋がりました！ 
 三陸沿岸道路田老普代工区（田老岩泉道路）で工事を進めていた「新小本大橋」の上部 
工が完成し、平成29年1月18日に岩泉町の伊達勝身町長をはじめ、地元住民の皆さん、 
工事関係者、約４０名をお招きして締結式を開催しました。 
 新小本大橋は鋼橋で、長さ約３６２ｍ、重量約２，１００ｔとなっており、田老岩泉道 
路に計画されている5つの橋梁で最長となります。 

（上）伊達町長からご祝辞を頂きました 
（下）龍ちゃん、泉ちゃんが見守る中、最終ボルト締結 

▲関係者一同で記念撮影 

▲1本に繋がった新小本大橋 

 新小本大橋の下部工（橋の土台）は平成26年 
3月に着手し、28年3月に完成しています。 
 上部工（橋桁）は東京鐵骨橋梁の取手工場（茨 
城県）で製作し、28年1月から現場に着手してい 
ます。橋桁を架ける工事は、小本川を横断する部 
分はベント工法（クレーン架設）、三陸鉄道を横 
断する部分は、送り出し工法で施工しています。 
 昨年の台風10号では小本川が氾濫し、橋桁や 
重機が損傷を受けましたが、受注者の東京鐵骨橋 
梁では会社一丸となって復旧作業にあたり、いち 
早く工事を再開させ、着工から約2年10ヶ月で 
締結式を迎えることができました。 
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